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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線ネットワーク上の移動体通信装置による通信の方法であって、
　前記移動体通信装置が、他の移動体通信装置とのＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）接続
（ＢＴ接続）を確立するステップと、
　前記移動体通信装置が、前記他の移動体通信装置とのＩＥＥＥ８０２．１１接続を確立
するステップと、
　前記移動体通信装置が、前記ＢＴ接続と前記ＩＥＥＥ８０２．１１接続の両方を同時に
維持するステップと、
　前記移動体通信装置が、前記ＩＥＥＥ８０２．１１接続を介して、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ
（登録商標）データパケット（ＢＴデータパケット）を、前記他の移動体通信装置に伝送
するステップと、を含む方法。
【請求項２】
　前記ＢＴデータパケットが、前記ＩＥＥＥ８０２．１１接続を介して、ＩＥＥＥ８０２
．１１データフレームで伝送される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＢＴデータパケットが、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）プロファイル（ＢＴプロ
ファイル）を含む、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＢＴ接続を確立するステップが、利用可能なＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）代替
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ＭＡＣ物理層（ＢＴ　ＡＭＰ層）を有する１つまたは複数の移動体通信装置に対して走査
を実行するステップをさらに含む、請求項１から３の何れか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記確立されたＩＥＥＥ８０２．１１接続が、ＢＴデータパケットを伝送するために未
使用の時間を使用する、請求項１から４の何れか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＢＴ接続を確立するステップが、
　前記移動体通信装置の代替媒体アクセス制御物理プロトコル抽象化層（ＡＭＰ　ＰＡＬ
）からプローブ要求信号を発生させるステップと、
　前記移動体通信装置の前記ＡＭＰ　ＰＡＬから前記他の移動体通信装置に、前記プロー
ブ要求信号を伝送するステップと、
　前記他の移動体通信装置のＡＭＰ　ＰＡＬから、プローブ応答信号を受信するステップ
と、をさらに含む、請求項１から５の何れか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記走査を実行するステップは、ビーコンを用いて走査を実行する、請求項４に記載の
方法。
【請求項８】
　前記移動体通信装置が、前記ＢＴ接続を介して、物理リンクおよび論理リンクを生成す
るために使用されるデータを含む構成データを、前記他の移動体通信装置に伝送するステ
ップをさらに含む、請求項１から７の何れか一項に記載の方法。
【請求項９】
　無線ネットワーク上の同時通信のための装置であって、
　１つまたは複数の副移動体通信装置への１つまたは複数の接続を確立するための主移動
体通信装置を備え、
　前記主移動体通信装置が、副移動体通信装置のうち少なくとも１つへの第１の接続およ
び第２の接続を確立し、前記第１の接続がＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）接続（ＢＴ接
続）であり、前記第２の接続がＩＥＥＥ８０２．１１接続であり、
　前記主移動体通信装置が、もう１つの副移動体通信装置への第３の接続を確立し、前記
第３の接続がＩＥＥＥ８０２．１１接続であり、
　前記主移動体通信装置が、前記ＢＴ接続と前記ＩＥＥＥ８０２．１１接続の両方を同時
に維持しながら、前記ＩＥＥＥ８０２．１１接続を介して、前記主移動体通信装置が前記
もう１つの副移動体通信装置へＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）データパケット（ＢＴデ
ータパケット）を同時に伝送する装置。
【請求項１０】
　前記主移動体通信装置が、前記ＢＴ接続と前記ＩＥＥＥ８０２．１１接続の両方を同時
に維持しながら、前記主移動体通信装置が前記もう１つの副移動体通信装置へＩＥＥＥ８
０２．１１データパケットを伝送する、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記主移動体通信装置が、ＢＴデータパケットおよびＩＥＥＥ８０２．１１データパケ
ットの前記伝送をスケジュールする、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記主移動体通信装置が、ＢＴデータパケットの前記伝送の後に、ＩＥＥＥ８０２．１
１データパケットの前記伝送をスケジュールする、請求項１０または１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記主移動体通信装置が、伝送をスケジュールするために、前記１つまたは複数の副移
動体通信装置をポーリングすることになる、請求項９から１２の何れか一項に記載の装置
。
【請求項１４】
　前記主移動体通信装置が、ＢＴデータパケットの伝送の後に前記１つまたは複数の副移
動体通信装置をポーリングすることになる、請求項９から１２の何れか一項に記載の装置
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。
【請求項１５】
　前記主移動体通信装置が、前記１つまたは複数の副移動体通信装置をポーリングするこ
とになり、それに応答して前記１つまたは複数の副移動体通信装置により、前記主移動体
通信装置がＢＴデータパケットおよびＩＥＥＥ８０２．１１データパケットの前記伝送を
スケジュールしうるようになる、請求項１０から１２の何れか一項に記載の装置。
【請求項１６】
　ＢＴデータパケットの次のスケジュール伝送までの時間量が時間閾値未満の場合、前記
主移動体通信装置が、前記１つまたは複数の副移動体通信装置をポーリングしない、請求
項９から１２の何れか一項に記載の装置。
【請求項１７】
　前記時間閾値が経過後、前記１つまたは複数の副移動体通信装置が、ＢＴデータパケッ
トの伝送を中断する、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記主移動体通信装置が、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）でスケジュールされた伝送
間の時間に基づいて、ＢＴデータパケットおよびＩＥＥＥ８０２．１１データパケットの
前記伝送をスケジュールする、請求項１０から１２の何れか一項に記載の装置。
【請求項１９】
　前記主移動体通信装置が、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）スケジュールされた伝送間
で利用可能な時間に基づいて、ＴｘＯＰ持続時間を許可する、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記主移動体通信装置が、ＢＴデータパケットとＩＥＥＥ８０２．１１データパケット
が干渉しないように、前記ＢＴデータパケットおよびＩＥＥＥ８０２．１１データパケッ
トの前記伝送をスケジュールする、請求項１０から１９の何れか一項に記載の装置。
【請求項２１】
　前記もう１つの副移動体通信装置が、アクセスポイント（ＡＰ）である、請求項９から
２０の何れか一項に記載の装置。
【請求項２２】
　前記主移動体通信装置が、利用可能なＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）代替ＭＡＣ物理
層（ＢＴ　ＡＭＰ層）を有する１つまたは複数の副移動体通信装置に対してビーコンを用
いて走査を実行する、請求項９から２１の何れか一項に記載の装置。
【請求項２３】
　前記主移動体通信装置が、前記ＢＴ接続を介して、物理リンクおよび論理リンクを生成
するために使用されるデータを含む構成データを、前記副移動体通信装置のうち少なくと
も１つに伝送する、請求項９から２２の何れか一項に記載の装置。
【請求項２４】
　無線ネットワーク上の同時通信のための装置であって、
　副移動体通信装置およびアクセスポイント（ＡＰ）への１つまたは複数の接続を確立す
るための主移動体通信装置を備え、
　前記主移動体通信装置が、前記副移動体通信装置への第１の接続および第２の接続を確
立し、前記第１の接続がＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）接続（ＢＴ接続）であり、前記
第２の接続がＩＥＥＥ８０２．１１接続であり、
　前記主移動体通信装置が、前記ＡＰへの第３の接続を確立し、前記第３の接続がＷｉＦ
ｉまたはＩＥＥＥ８０２．１１接続であり、
　前記主移動体通信装置が、ＢＴ接続とＩＥＥＥ８０２．１１接続の両方を同時に維持し
ながら、前記ＩＥＥＥ８０２．１１接続を介して、前記主移動体通信装置が前記副移動体
通信装置および前記ＡＰの両方へＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）データパケット（ＢＴ
パケットデータ）を同時に伝送する装置。
【請求項２５】
　前記主移動体通信装置が、ＢＴ接続とＩＥＥＥ８０２．１１接続の両方を同時に維持し
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ながら、前記副移動体通信装置および前記ＡＰの両方へＩＥＥＥ８０２．１１データパケ
ットを伝送する、請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　前記ＡＰが無線ルータである、請求項２４または２５に記載の装置。
【請求項２７】
　前記主移動体通信装置が、前記副移動体通信装置の両方からデータを同時に受信するよ
うに動作可能であり、前記主移動体通信装置が、前記ＢＴ接続および前記ＩＥＥＥ８０２
．１１接続の両方を同時に維持する、請求項２４から２６の何れか一項に記載の装置。
【請求項２８】
　前記主移動体通信装置が、ｐｏｌｌｉｎｇ－ｔｈｅ－ｓｌａｖｅ－ｐｅｒ－ｐａｃｋｅ
ｔ伝送スキームを使用するＢＴデータパケットおよびＩＥＥＥ８０２．１１データパケッ
トの前記伝送をスケジュールする、請求項２５から２７の何れか一項に記載の装置。
【請求項２９】
　前記主移動体通信装置が、利用可能なＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）代替ＭＡＣ物理
層（ＢＴ　ＡＭＰ層）を有する１つまたは複数の副移動体通信装置に対してビーコンを用
いて走査を実行する、請求項２４から２８の何れか一項に記載の装置。
【請求項３０】
　前記主移動体通信装置が、前記ＢＴ接続を介して、物理リンクおよび論理リンクを生成
するために使用されるデータを含む構成データを、前記副移動体通信装置に伝送する、請
求項２４から２９の何れか一項に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、全体的に本明細書に参照として組み込まれる２００７年７月３０日付けで出
願された「ＢＴ８０２．１１ＡＭＰ」と題する米国仮特許出願第６０／９５２，７４４号
の優先権を主張するものである。
【０００２】
　本開示は、全体的には通信システムに関し、より詳細にはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商
標）接続と８０２．１１接続を一緒に使用して、移動体通信装置間でデータをワイヤレス
に通信する無線通信システムに関する。
【背景技術】
【０００３】
　無線ネットワークにおいて、消費者側ではモバイルコンピューティングデバイスに対す
る需要が高まり続け、製造業者側ではより大きな容量を備える無線デバイスが開発され続
けている。無線ネットワークは、広範囲かつ多種多様に急増している。多くの消費者は、
複数のデバイスにインターネットアクセスを提供するために、家庭内でローカルエリア無
線ネットワークを使用する。これらの消費者の多くは、ハンドヘルドデバイスまたはモバ
イルデバイスに相互接続するためのパーソナルエリア無線ネットワークを利用する。最終
的には、大都市圏を網羅する接続性を提供するために、たくさんのサイトが無線ネットワ
ークを編成し始めた。
【０００４】
　無線ネットワークおよびネットワークプロトコルには数多くのタイプが存在する。無線
ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）は、典型的には、電気電子学会（ＩＥＥＥ）８
０２．１１基準の様々な無線プロトコル（１９９９年に最初に公布）のうち１つを含む。
これらのプロトコルは、異なるスペクトル帯域で、および／または異なる多重化もしくは
拡散スペクトルスキームで動作して、ネットワーク上のデバイスに様々なビットレートを
配信する、ＩＥＥＥ８０２．１１ａ、８０２．１１ｂ、８０２．１１ｎおよび８０２．１
１ｇを含む。また、これらの８０２．１１基準は、以下の記載において、用語「ＷｉＦｉ
」ネットワークまたは同様の用語が以下で使用されるときに、想起されるものである。本
書類は、ＷｉＦｉネットワークの一部として記載されたデバイスが、適合性または相互運



(5) JP 5300029 B2 2013.9.25

10

20

30

40

50

用性試験、たとえばＷｉ－Ｆｉ　Ａｌｌｉａｎｃｅ　Ｓｐｅｃｉａｌ　Ｉｎｔｅｒｅｓｔ
　Ｇｒｏｕｐによって提供される試験を成功裏に合格したということを何ら示唆するもの
ではない。
【０００５】
　別のタイプの無線ネットワークは、集合的に無線パーソナルエリアネットワーク（ＷＰ
ＡＮ）と呼ばれる。この無線パーソナルエリアネットワークは、必ずしもそうである必要
はないが、典型的には無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）よりも物理的に近接
して配置される複数のデバイスの相互接続を含む。普及しているＷＰＡＮの一例は、無線
プロトコル仕様のＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）セットに基づくと同時に、ＩＥＥＥ８
０２．１５．１基準の無線プロトコルに記載される。
【０００６】
　いずれのネットワーク技術も、ラップトップコンピュータ、ハンドヘルドコンピュータ
、プリンタ、保存媒体、セルラ電話またはデジタルメディアプレーヤを含む複数のデバイ
スに対する接続を同時にサポートすることができる。いくつかの例において、特にＷｉＦ
ｉネットワーク、無線デバイスを含む装置は、即時型無線ネットワークを介して情報をよ
り大きな相互接続されたネットワークへ伝送できるようにするためのその他のネットワー
ク機器（アクセスポイント、ルータ、スイッチなど）に含まれることができる。
【０００７】
　各ネットワーク技術には、それぞれの利点がある。Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）技
術は、デバイス製造業者、オペレーティングシステムまたはデバイスのクラスとは無関係
に、デバイスが予め定義された相互運用可能なタスクを実行できるようにするプロファイ
ルを組み込む。Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）デバイスは、相互運用可能なプロファイ
ルを利用するが、これらのデバイスは、ＷｉＦｉ技術を利用するデバイスに比べて低いデ
ータスループットおよび短い範囲を提供するのが一般的な送受信器を使用する。したがっ
て、移動体通信装置間でワイヤレスに通信するＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）およびＷ
ｉＦｉなどの２つのネットワークプロトコルを利用することによって、Ｂｌｕｅｔｏｏｔ
ｈ（登録商標）プロファイルデータを送信するためのデータスループットを増加させるこ
とができるシステムを提供する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　一実施形態において、無線ネットワーク上の移動体通信装置間の通信のための方法であ
って、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）接続（ＢＴ接続）を確立するステップと、ＩＥＥ
Ｅ８０２．１１接続を確立するステップと、ＢＴ接続とＩＥＥＥ８０２．１１接続の両方
を同時に維持するステップと、ＩＥＥＥ８０２．１１接続を介して、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ
（登録商標）データパケット（ＢＴデータパケット）を伝送するステップと、を含む方法
。
【０００９】
　別の実施形態において、無線ネットワーク上の同時通信のための装置であって、１つま
たは複数の副移動体通信装置への１つまたは複数の接続を確立するための主移動体通信装
置を備え、主移動体通信装置が、副移動体通信装置のうち少なくとも１つへの第１の接続
および第２の接続を確立し、第１の接続はＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）接続（ＢＴ接
続）で、第２の接続はＩＥＥＥ８０２．１１接続であり、主移動体通信装置が、もう１つ
の副移動体通信装置への第３の接続を確立し、第３の接続はＩＥＥＥ８０２．１１接続で
あり、主移動体通信装置が、ＢＴ接続とＩＥＥＥ８０２．１１接続の両方を同時に維持し
ながら、主移動体通信装置がもう１つの副移動体通信装置へデータを同時に伝送する装置
。
【００１０】
　さらに別の実施形態において、無線ネットワーク上の同時通信のための装置であって、
副移動体通信装置およびアクセスポイント（ＡＰ）への１つまたは複数の接続を確立する
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ための主移動体通信装置を備え、主移動体通信装置が、副移動体通信装置への第１の接続
および第２の接続を確立し、第１の接続はＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）接続（ＢＴ接
続）であり、第２の接続はＩＥＥＥ８０２．１１接続であり、主移動体通信装置が、ＡＰ
への第３の接続を確立し、第３の接続はＷｉＦｉまたはＩＥＥＥ８０２．１１接続であり
、主移動体通信装置が、ＢＴ接続とＩＥＥＥ８０２．１１接続の両方を同時に維持しなが
ら、主移動体通信装置が副移動体通信装置およびＡＰの両方へデータを同時に伝送する装
置。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】複数の副移動体通信装置にワイヤレスに通信する主移動体通信装置を含む無線ネ
ットワークを示すブロック図である。
【図２】Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）接続、ＷｉＦｉ接続およびＢｌｕｅｔｏｏｔｈ
（登録商標）同期接続指向（ＢＴ　ＳＣＯ）接続を介して、複数の副移動体通信装置へデ
ータを転送するＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）代替ＭＡＣ物理層（ＢＴ　ＡＭＰ）の主
移動体通信装置を含む無線ネットワークを示す図である。
【図３】Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）接続、ＷｉＦｉ接続およびＢｌｕｅｔｏｏｔｈ
（登録商標）非同期接続リンク（ＢＴ　ＡＣＬ）接続を介して、複数の副移動体通信装置
へデータを転送するＢＴ　ＡＭＰの主移動体通信装置を含む無線ネットワークを示す図で
ある。
【図４】Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）接続および８０２．１１接続を介して、１つの
副移動体通信装置へデータを転送しながら、同時にアクセスポイント（ＡＰ）と通信する
ＢＴ　ＡＭＰの主移動体通信装置を含む無線ネットワークを示す図である。
【図５】移動体通信装置のＢＴ　ＡＭＰプロトコルスタックの実装形態を示すブロック図
である。
【図６】別のＢＴ　ＡＭＰの移動体通信装置を発見するＢＴ　ＡＭＰの移動体通信装置の
デバイスマネージャおよびコントローラの信号図である。
【図７】ＷｉＦｉ物理リンクを生成するために相互作用する２つの移動体通信装置のデバ
イスマネージャおよびコントローラを示す信号図である。
【図８】移動体通信装置間にチャネルＡＭＰを生成するために相互作用する２つの移動体
通信装置のデバイスマネージャおよびコントローラを示す信号図である。
【図９】ＰＡＬ内の機能ブロックを示すブロック図である。
【図１０】２つの移動体通信装置間の８０２．１１接続を介して伝送される８０２．１１
データパケット／フレームを示す図である。
【図１１】ｐｏｌｌｉｎｇ－ｔｈｅ－ｓｌａｖｅ－ｐｅｒ－ｐａｃｋｅｔデータ伝送スキ
ームを使用し、８０２．１１接続を介する、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）データパケ
ットおよび８０２．１１データパケットの伝送を示す図である。
【図１２】ＴｘＯＰ－ｔｏ－ｔｈｅ－ｓｌａｖｅデータ伝送スキームを使用し、Ｂｌｕｅ
ｔｏｏｔｈ（登録商標）接続および８０２．１１接続を介する、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登
録商標）データパケットおよび８０２．１１データパケット／フレームの伝送を示す図で
ある。
【図１３Ａ】ＢＴ　ＡＭＰ層をこれらのデバイスのプロトコルスタックの一部に加えるこ
とができる様々なデバイスを示す図である。
【図１３Ｂ】ＢＴ　ＡＭＰ層をこれらのデバイスのプロトコルスタックの一部に加えるこ
とができる様々なデバイスを示す図である。
【図１３Ｃ】ＢＴ　ＡＭＰ層をこれらのデバイスのプロトコルスタックの一部に加えるこ
とができる様々なデバイスを示す図である。
【図１３Ｄ】ＢＴ　ＡＭＰ層をこれらのデバイスのプロトコルスタックの一部に加えるこ
とができる様々なデバイスを示す図である。
【図１３Ｅ】ＢＴ　ＡＭＰ層をこれらのデバイスのプロトコルスタックの一部に加えるこ
とができる様々なデバイスを示す図である。
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【図１３Ｆ】ＢＴ　ＡＭＰ層をこれらのデバイスのプロトコルスタックの一部に加えるこ
とができる様々なデバイスを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　図１は、無線ネットワーク１００の一例のブロック図であり、この無線ネットワーク１
００は、短範囲または長範囲ネットワークを表すことができ、また副移動体通信装置１０
４および１０６とワイヤレスに通信する主移動体通信装置１０２を用いるアドホックトポ
ロジーまたはインフラストラクチャトポロジーとすることができる。示された実施例にお
いて、主移動体通信装置１０２は、携帯用情報端末（ＰＤＡ）、セルラ電話、車両、メデ
ィアプレーヤ、ラップトップコンピュータ、ワイヤレスサポートされたデスクトップコン
ピュータ、ゲーム機、無線ネットワークデバイス（ルータやスイッチなど）、またはその
他の任意の携帯型コンピューティングデバイスとすることができる。同様に、副移動体通
信装置１０４および１０６は、主移動体通信装置１０２に関して本明細書に記載されるよ
うな任意の携帯型コンピューティングデバイスとすることができる。ＷＬＡＮ環境におい
て、主移動体通信装置１０２ならびに副移動体通信装置１０４および１０６は、容認され
たまたは想定された無線通信プロトコルに準拠することができ、そのプロトコルの例とし
てＩＥＥＥ８０２．１１ａ、８０２．１１ｂ、８０２．１１ｇ、８０２．１１ｎおよびＢ
ｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）（ＢＴ）が挙げられる。しかし、これらは、単なる例とし
て列挙されたに過ぎない。移動体通信装置１０２、１０４、１０６は、所望される任意の
２つ以上の無線プロトコルで動作することができる。
【００１３】
　図１に示すように、主移動体通信装置１０２は、２つの副移動体通信装置１０４および
１０６とワイヤレスに通信することができる。移動体通信装置１０２は、Ｂｌｕｅｔｏｏ
ｔｈ（登録商標）代替ＭＡＣ物理層（ＢＴ　ＡＭＰ）の移動体通信装置とすることができ
る。同じように、副移動体通信装置１０４および１０６は、ＢＴ　ＡＭＰの移動体通信装
置とすることができる。主移動体通信装置１０２は、一連の接続１０８、１１０および１
１２を介して、これらの接続が確立される順番に関係なく、副移動体通信装置１０４およ
び１０６と通信する。データ接続１０８は、移動体通信装置１０２と移動体通信装置１０
６との間で、音声、イメージ、テキスト、サウンドなどの全てのタイプのデータを伝送す
るための標準のＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）通信リンクとすることができる。
【００１４】
　移動体通信装置１０２と移動体通信装置１０４との間の無線通信については、２つの接
続１１０および１１２を使用することができる。最初に、２つの移動体通信装置１０２お
よび１０４の間に接続を生成するＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）走査／発見プロセスを
通じて、移動体通信装置１０２と移動体通信装置１０４との間に、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（
登録商標）接続（ＢＴ接続）１１０を確立することができる。移動体通信装置１０２と移
動体通信装置１０４との間にＢＴ接続１１０が確立されると、移動体通信装置１０２と移
動体通信装置１０４との間にＷｉＦｉ接続１１２を確立することができる。これらの接続
１１０および１１２は、本明細書では集合的にＢＴ８０２．１１接続と称され、いずれも
２．４ＧＨｚ周波数で動作することができる。
【００１５】
　ＢＴ接続１１０およびＷｉＦｉ接続１１２の両方を同時に維持して、データを伝送する
ことができる。たとえば、ＢＴ接続１１０を介して、物理リンクおよび論理リンクを生成
するために使用されるデータを含む構成データを伝送することができる。ＷｉＦｉ接続１
１２を介して、音声、テキスト、イメージ、サウンドなどのデータを含むマルチメディア
データを伝送することができる。実際には、音声、テキスト、イメージまたはサウンドな
どの任意のタイプのデータを、移動体通信装置１０２と移動体通信装置１０４との間のＷ
ｉＦｉ接続１１２上でワイヤレスに伝送することができる。８０２．１１データおよびＢ
ｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）パケットプロファイルデータを含むデータを、ＢＴ８０２
．１１フレームで送信することができる。代替的には、ＢＴ接続１１０を、移動体通信装
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置１０２と移動体通信装置１０４との間でデータをワイヤレスに伝送するように構成する
ことができる。
【００１６】
　図２、図３および図４は、移動体通信装置１０２、１０４および１０６の様々な実装形
態の一例を提供する。
【００１７】
　図２は、主移動体通信装置２０２（モバイルハンドヘルドコンピューティングデバイス
として図示される）を有する無線ネットワーク２００を示す図であり、主移動体通信装置
２０２は、２つの副移動体通信装置２０４および２０６（２０６はユーザに取り付けられ
たＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）レディなハンドセットとして示される）と通信できる
。装置２０６との通信は、同期接続指向（ＳＣＯ）接続２０８を介して達成することがで
きる。装置２０４との通信は、ＢＴ接続２１０およびＷｉＦｉ接続２１２を使用して達成
される。ＳＣＯ接続２０８は、装置２０６と装置２０４との間で音声データを伝送するた
めに使用される。ＢＴ接続２１０およびＷｉＦｉ接続２１２は、たとえばＢＴ８０２．１
１リンクを形成するために、構成データおよびマルチメディアデータをそれぞれ伝送する
ことができる。本明細書に記載される他の諸実施形態では、装置２０２と装置２０６との
間の通信が達成されると同時に、装置２０２と装置２０４との間の通信が生じうる。
【００１８】
　高品質音声３（ＨＶ３）プロファイルを、ＳＣＯ接続２０８を介して、ＳＣＯデータパ
ケットで副移動体通信装置２０６に送信することができる。ＳＣＯデータパケットは、１
つのＳＣＯスロットで３０バイトのデータが使用される場合、ＳＣＯデータパケットの６
つのタイプスロットのうち２つの連続するスロットを占めることができる。ＷｉＦｉ接続
２１２は、残りの４つのスロットを使用して、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）プロファ
イルデータを有する伝送制御プロトコル（ＴＣＰ）パケットを伝送することができる。Ｂ
ｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）プロファイルデータの１つの例は、汎用オブジェクト交換
プロファイルである。
【００１９】
　図３は、無線ネットワーク３００を示す図であり、この無線ネットワーク３００は、図
２に類似するが、２つの副移動体通信装置３０４および３０６と、非同期接続リンク（Ａ
ＣＬ）３０８、ＢＴ接続３１０およびＷｉＦｉ接続３１２を介してワイヤレスに通信する
主移動体通信装置３０２を有する。一実施形態において、ＡＣＬ接続３０８を、主移動体
通信装置３０２と副移動体通信装置３０６との間に確立することができる。ＡＣＬ接続３
０８は、２つの移動体通信装置の間でマルチメディアデータを送信するために使用される
非同期（パケット交換）接続とすることができる。たとえば、Ａ２ＤＰ（Ａｄｖａｎｃｅ
ｄ　Ａｕｄｉｏ　Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ　Ｐｒｏｆｉｌｅ）データは、移動体通信装
置３０２と移動体通信装置３０６との間で伝送される。Ａ２ＤＰデータは、Ｂｌｕｅｔｏ
ｏｔｈ（登録商標）接続を介して、１つのデバイスから別のデバイスにどのくらい高品質
な音声（ステレオまたはモノ）をストリーミングしうるかについて定義する。このように
して、音楽およびその他のデータを、移動電話から無線ヘッドセットにストリーミングす
ることができる。
【００２０】
　移動体通信装置３０２および移動体通信装置３０４との間で構成データおよびマルチメ
ディアデータを伝送するために、ＢＴ接続３１０およびＷｉＦｉ接続３１２を使用するこ
とができる。ＡＣＬプロファイルは、ＡＣＬ接続３０８を介して副移動体通信装置３０６
へ、ＡＣＬデータパケットで送信される。ＡＣＬプロファイルは、総Ａ２ＤＰオーバヘッ
ド要件が４５０ｋｂｐｓの３－ＤＨ５パケットを含むことができる。サブバンド符号化（
ＳＢＣ）による高レートのＡ２ＤＰは、約３５０ｋｂｐｓである。一実施例では、ＡＣＬ
パケットデータの３０個の時間スロットうち６個のスロットは、ＡＣＬ接続３０８を介す
るＡＣＬトラフィックに使用することができる。ＷｉＦｉ接続３１２は、残りの２４個の
スロットを使用して、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）プロファイルデータを有するＴＣ
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Ｐパケットを伝送することができる。別の実施例では、ＡＣＬパケットは、１２個のスロ
ットのうち４個の連続するスロットを占めることができる。したがって、ＷｉＦｉ接続３
１２は、残りの８個のスロットを使用して、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）プロファイ
ルデータを有するＴＣＰパケットを伝送することができる。
【００２１】
　図４は、副移動体通信装置４０６およびアクセスポイント（ＡＰ）４０４（４０４は無
線ルータとして示される）とワイヤレスに通信する主移動体通信装置４０２を有する無線
ネットワーク４００の図である。代替的には、ＡＰ４０４は、携帯基地局、無線基地局、
または８０２．１１パケットを送信できる任意のデバイスとすることができる。一実施形
態において、主移動体通信装置４０２とＡＰ４０４との間に８０２．１１接続４０８を確
立することができる。８０２．１１接続４０８を介して、移動体通信装置４０２とＡＰ４
０４との間で、マルチメディアデータを転送することができる。８０２．１１接続４０８
を使用して、移動体通信装置４０２とＡＰ４０４との間でデータを伝送することができる
。ＢＴ接続４１０およびＷｉＦｉ接続４１２は、構成データおよびマルチメディアデータ
を移動体通信装置４０２と移動体通信装置４０６との間で伝送するために使用することが
できる。
【００２２】
　８０２．１１接続４０８を、アクティブなデータ伝送が一つもない状態に維持すること
ができる。ＡＰ４０４とデータを送受信しないが、ＡＰ４０４との接続を依然として維持
することを主移動体通信装置４０２が選択するときには、装置４０２はＩＥＥＥ省電力モ
ードのフィーチャを使用することができる。その他の実施例では、１００ミリ秒のターゲ
ットビーコン送信時刻（ＴＢＴＴ）および配信トラフィック通知メッセージ（ＤＴＩＭ）
は、各ビーコンを送信した。したがって、以下の選択肢、１）５ミリ秒期間にＴＩＭを聴
くために各ＴＢＴＴをウェイクアップするように、主移動体通信装置４０２を設定するこ
と、２）５～１０ミリ秒期間にブロードキャスト／マルチキャストを聞くために各ＤＴＩ
Ｍをウェイクアップするように、主移動体通信装置４０２を設定すること、および３）１
ミリ秒期間にＤＴＩＭ毎にフレームをアライブにしておくように、主移動体通信装置４０
２を設定すること、の少なくとも１つが使用される。代替的には、任意のＩＥＥＥ基準（
ＰＳポーリングスキーム、電力管理ビットスキームまたは同様の基準など）を使用して、
主移動体通信装置４０２とＡＰ４０４との間のデータ伝送を調整することができる。
【００２３】
　図５は、その他の（たとえば第２の（副））Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）可能な装
置および８０２．１１可能な装置を走査し、それらの装置との接続を確立する移動体通信
装置１０２、１０４および１０６で使用することができるＢＴ　ＡＭＰプロトコルスタッ
ク５００の一実装形態を示す。プロトコルスタック（通信スタックとも呼ばれる）は、コ
ンピュータネットワーキングプロトコルスートの特定のソフトウェア実装を含むことがで
きる。図５に示されるように、プロトコルスタック５００は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録
商標）層５０２と、８０２．１１層５０４と、論理リンク制御（ＬＬＣ）層５０６と、８
０２．１１媒体アクセス制御（ＭＡＣ）層５０８と、８０２．１１物理（ＰＨＹ）層５１
０とを含むことができる。Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）層５０２は、プロファイルブ
ロック５１２、論理リンク制御および適合プロトコル（Ｌ２ＣＡＰ）ブロック５１４と、
ＡＭＰホストコントローラインターフェース（ＡＭＰ　ＨＣＩ）ブロック５１６とを含む
ことができる。８０２．１１層５０４は、アプリケーション（Ａｐｐ）ブロック５１９と
、伝送制御プロトコル／ユーザデータグラムプロトコル（ＴＣＰ／ＵＤＰ）ブロック５２
０と、インターネットプロトコル（ＩＰ）ブロック５２２とを含むことができる。ＬＬＣ
層５０６は、プロトコル適応層（ＰＡＬ）５１８を含むことができる。
【００２４】
　Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）　ＡＭＰプロトコルスタック５００は、８０２．１１
ＰＨＹ層５１０にＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）パケットデータを含む８０２．１１フ
レームを受信する。次に、８０２．１１ＭＡＣ層５０８は、１つまたは複数のネットワー
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クノードがマルチポイントネットワーク内で通信できるようにするアドレッシングおよび
チャネルアクセス制御機構のための８０２．１１フレームを処理する。その後、ＬＬＣ層
５０６は、８０２．１１データ部分とＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）データ部分の両方
がそれぞれの層を通過するように、８０２．１１フレームを多重化／逆多重化する。Ｂｌ
ｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）接続とＷｉＦｉ接続の両方を介して同時通信を達成できるよ
うに、この処理が生じる。
【００２５】
　移動体通信装置間の物理リンクおよび論理リンクの生成
　ＡＭＰ　ＨＣＩ５１２は、ＢＴ　ＡＭＰの移動体通信装置間の接続（たとえば、物理リ
ンクおよび論理リンク）を生成する。ＡＭＰ　ＨＣＩ５１２は、別の移動体通信装置を発
見し、「Ｃｒｅａｔｅ　Ｌｉｎｋ」コマンドを使用して発見された移動体通信装置と関連
付ける。２つの移動体通信装置間に物理リンクを生成した結果、Ｌｉｎｋ　Ｈａｎｄｌｅ
信号が戻される。Ｌｉｎｋ　Ｈａｎｄｌｅは、Ｌｏｇｉｃａｌ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎを
生成するときに参照として使用される。ＡＭＰ物理リンクは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録
商標）物理リンクにマッピングされる。論理リンクは、接続ハンドルにマッピングされる
。
【００２６】
　ＢＴ　ＡＭＰの移動体通信装置間でデータを転送するためには、論理リンクが必要とさ
れる。論理接続を生成するために、「Ｃｒｅａｔｅ　Ｌｏｇｉｃａｌ　Ｌｉｎｋ」コマン
ドが呼び出され、有効な「Ｌｉｎｋ　Ｈａｎｄｌｅ」が参照としてパスされる。論理リン
クが正常に生成されると、「Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ＿Ｈａｎｄｌｅ」コマンドを、ホスト
に供給することができる。
【００２７】
　「Ｃｒｅａｔｅ　Ｌｏｇｉｃａｌ　Ｌｉｎｋ」コマンドを使用して、物理リンクを介し
た複数の論理リンクを生成することができ、論理リンクのそれぞれは、「Ｃｏｎｎｅｃｔ
ｉｏｎ　Ｈａｎｄｌｅ」によって参照される。「Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　Ｈａｎｄｌｅ」
は、データを転送し、サービスの品質を要求するときに使用することができる。全てのデ
ータペイロードは、暗号化されなければならない。
【００２８】
　物理リンクと論理リンクの接続を断つために、ＡＭＰ　ＨＣＩ５１２は、別のデバイス
に送られた別のデバイスに送られた「Ｄｉｓｃｏｎｎｅｃｔ　Ｌｉｎｋ」コマンドおよび
「Ｄｉｓｃｏｎｎｅｃｔ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ」コマンドを使用する。
【００２９】
　移動体通信装置間のデータ転送
　一実施例において、ＡＭＰ　ＨＣＩ５１２は、２つの移動体通信装置のホストとコント
ローラの間でデータを転送することができる。たとえば、Ｌ２ＣＡＰ　ＰＤＵパケットは
、ＨＣＩ物理トランスポート（図示せず）を介して転送され、このトランスポートにより
、フロー制御機構およびパケット機構が提供される。先に述べたように、Ｃｏｎｎｅｃｔ
ｉｏｎ　Ｈａｎｄｌｅ（エンドポイントと同意）は、データパケットの行き先アドレスを
指定する。これらの行き先アドレスは、制御プレーンの一部としてＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎ
機構によってセットアップされる。
【００３０】
　受信されたデータは、組織で一意な識別子（ＯＵＩ）およびＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録
商標）プロトコルヘッダに基づいて、ＡＭＰ層（ＬＬＣ層５０６、８０２．１１ＭＡＣ層
５０８および８０２．１１ＰＨＹ層５１０を含む）からＰＡＬ５１８にパスされる。次い
で、このデータは、ＭＡＣ層５０８からＰＡＬ５１８に送られ、ＰＡＬ５１８によりこの
データはＨＣＩ物理トランスポートに送られる。次に、パケットは、Ｌ２ＣＡＰ　５１４
によって受信され、チャネル識別子（ＣＩＤ）に基づいて逆多重化される。
【００３１】
　次に、Ｌ２ＣＡＰデータが、ＨＣＩ論理チャネル（図示せず）を介して送受信される。
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ＨＣＩ物理トランスポートが、ホストおよびホストコントローラのための機構を提供して
、ＨＣＩ論理チャネルと、ＨＣＩ物理トランスポートを介して送られる各パケットのパケ
ット長とが特定される。ＨＣＩ論理チャネルのＡＭＰ接続へのマッピングは、ＰＡＬ仕様
によって定義することができる。ＨＣＩ論理層は、任意のデータフロー制御を特定する必
要はない。フロー制御は、トランスポート仕様において特定することができる。各ＡＭＰ
接続は、論理的に個別のＨＣＩおよび一意のＬｏｃａｌ＿ＡＭＰ＿ＩＤを有することがで
きる。ＨＣＩ物理トランスポートが１つ存在すると、次いで、ＡＭＰの移動体通信装置上
のＨＣＩトランスポートドライバが、同じ物理パッケージにある２つのＡＭＰの移動体通
信装置を区別するために、余分な層の多重化を必要とすることができる。その結果、いく
つかの実施例において、単一のＨＣＩトランスポートドライバのみとすることができる。
【００３２】
　再び図１を（図５に関連して）参照すると、ＡＭＰ　ＨＣＩ５１２は、ＢＴ適合性およ
びＷｉＦｉ適合性を有するその他の移動体通信装置を走査することによって、ＢＴ接続１
１０を開始する。ＡＭＰ　ＨＣＩ５１２は、ＡＭＰマネージャおよびコントローラに、Ｂ
Ｔ　ＡＭＰの移動体通信装置を発見するように指示する。ＡＭＰマネージャは、移動体通
信装置のホスト内に配置される。コントローラは、移動体通信装置の物理層内に配置され
る。
【００３３】
　８０２．１１ビーコンは、ＢＴ　ＡＭＰの移動体通信装置を発見するのに必要とされな
い。しかしながら、走査が実行されているＢＴ　ＡＭＰの移動体通信装置に８０２．１１
ビーコンの存在を知らせるために、ＢＴ　ＡＭＰの移動体通信装置は８０２．１１ビーコ
ンを使用することができる。
【００３４】
　Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）接続を維持するために、１．２８秒毎に、ＳＣＯ／Ａ
ＣＬデータパケットの１８個のスロットを走査することができる。したがって、ベーシッ
クレート／エンハンスドデータレート（ＢＲ／ＥＤＲ）制御リンクは、約２ミリ秒で３～
４個のスロットを消費する。別の実施形態では、ＢＴ８０２．１１接続を使用して、デー
タの伝送のうち未使用の時間を使用することができる。
【００３５】
　識別性の走査の完了後、以下のステップ、すなわちプローブ要求信号を生成するステッ
プと、プローブ要求信号を送信するステップと、プローブ応答信号を受信するステップと
を実行することによって、移動体通信装置間にＷｉＦｉ接続を生成することができる。Ｂ
Ｔ接続は、８０２．１１基準に記載される４段階ハンドシェーク実装形態を使用して実現
されるセキュア接続とすることができる。さらに、省電力フィーチャをＷｉＦｉ接続と一
緒に使用してデータを伝送することができる。ＢＴ　ＡＭＰは、省電力モードを制御して
もよく、あるいは基準８０２．１１省電力スキームを使用してもよい。
【００３６】
　図６、図７および図８は、ＢＴ　ＡＭＰ層を有し、ＢＴ８０２．１１接続を生成する移
動体通信装置を検出するために使用される、ＡＭＰマネージャおよびコントローラの相互
作用を示す。
【００３７】
　図６は、図１に示される別のＢＴ　ＡＭＰの移動体通信装置１０２および１０４を発見
するＢＴ　ＡＭＰの移動体通信装置のデバイスマネージャおよびコントローラのための信
号図６００を示す。信号図６００は、ＢＴ　ＡＭＰ層を備える装置を配置するための手順
を示す。装置Ａおよび装置Ｂなどの各装置は、デバイスマネージャおよびコントローラを
有して、ＢＴ接続を確立するためのＡＭＰ＿ＩＮＦＯを集めることができる。図６に示さ
れるように、装置ＡのＡＭＰ　ＭＧＲ６０２は、装置Ａ（図示せず）のユーザインターフ
ェースからＡＭＰ＿ＩＮＦＯ要求信号６１６を受信する。次に、装置Ａの２．４ＧＨｚコ
ントローラ６０４は、ＡＭＰ＿ＩＮＦＯ要求信号６１４を、装置Ｂの２．４ＧＨｚコント
ローラ６１０へ送信する。次いで、装置Ｂ６１０の２．４ＧＨｚコントローラ６１０は、
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Ａｖａｉｌａｂｌｅ－Ｉｎｆｏ－応答（ＡＭＰ＿ｉｎｆｏ＿Ｌｉｓｔ）信号６１６を、装
置Ａの２．４ＧＨｚコントローラ６０４へ送信する。その結果、装置ＡのＡＭＰ　ＭＧＲ
６０２は、ＡＭＰ＿ＩＮＦＯ確認信号６１８を、装置Ａのユーザインターフェースに送信
する。
【００３８】
　ＡＭＰ＿ＩＮＦＯ応答信号でパスされるパラメータを、表１に示す。
【表１】

【００３９】
　図７は、ＷｉＦｉリンクを生成するために相互作用する２つの移動体通信装置のデバイ
スマネージャおよびコントローラを示す信号図７００である。具体的には、信号図７００
は、ＷｉＦｉ物理リンクおよびＷｉＦｉ論理リンクを生成するための手順を示す。装置Ａ
のＡＭＰ　ＭＧＲ７０２は、ＨＣＩ　Ｇｅｔ　ＡＭＰ　Ｉｎｆｏ信号７１４を、装置Ａに
関するＡＭＰ　ＰＡＬ７０６へ送信する。それに応答して、装置Ａに関するＡＭＰ　ＰＡ
Ｌ７０６は、ＡＭＰ＿ＩＮＦＯ信号７１６を、装置ＡのＡＭＰ　ＭＧＲ７０２に戻す。次
に、装置ＡのＡＭＰ　ＭＧＲ７０２は、ＨＣＩ　Ｇｅｔ　ＡＭＰ　Ｉｎｆｏ信号７１４を
、装置ＢのＡＭＰ　ＭＧＲ７１２へ送信する。その結果、装置ＢのＡＭＰ　ＭＧＲ７１２
は、ＡＭＰ＿ＩＮＦＯ信号７１６を、装置ＢのＡＭＰ　ＰＡＬ７０８へ送信する。次に、
装置ＢのＡＭＰ　ＰＡＬ７０８は、ＡＭＰ＿Ｇｅｔ＿Ｉｎｆｏ（ＡＭＰ＿Ｌｉｓｔ）信号
７１８を、装置ＢのＡＭＰ　ＭＧＲ７１２へ送信する。また、装置ＢのＡＭＰ　ＰＡＬ７
０８は、ＨＣＩ　ＡＭＰ＿Ｅｎａｂｌｅ＿Ｍｅｄｉｕｍ信号７２０を、装置ＡのＡＭＰ　
ＭＧＲ７０２へ送信する。次に、装置ＡのＡＭＰ　ＭＧＲ７０２は、装置Ａのユーザイン
ターフェースから、ＣＲＥＡＴＥ－ＡＭＰ－ＬＩＮＫ要求信号７２２を受信する。その後
、装置ＡのＡＭＰ　ＭＧＲ７０２は、ＣＲＥＡＴＥ－ＡＭＰ－ＬＩＮＫ要求信号７２２を
装置Ａに関するＡＭＰ　ＰＡＬ７０６にパスする。それに応じて、装置Ａに関するＡＭＰ
　ＰＡＬ７０６は、ＡＭＰ＿Ｃｏｍｍａｎｄ＿ｃｏｍｐｌｅｔｅ信号７２４を、装置Ａの
ＡＭＰ　ＭＧＲ７０２に戻す。
【００４０】
　次に、装置ＡのＡＭＰ＿ＭＧＲ７０２は、ＡＭＰ＿Ｃｒｅａｔｅ＿Ｐｈｙｓｉｃａｌ＿
Ｌｉｎｋ要求信号７２６を、装置ＢのＡＭＰ＿ＭＧＲ７１２へ送信する。ＡＭＰ＿Ｃｒｅ
ａｔｅ＿Ｐｈｙｓｉｃａｌ＿Ｌｉｎｋ要求信号７２６は、以下のパラメータ、すなわちＲ
ｅｍｏｔｅ　ＡＭＰ＿ＩＤ、Ｌｏｃａｌ　ＡＭＰ＿ＩＤ、ＡＭＰ＿Ａｓｓｏｃ、Ｌｏｃａ
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ｌ　ＭＡＣ　Ａｄｄｒｅｓｓ、ＰＴＫ　Ｅｎｃｒｙｐｔｉｏｎ　ＫｅｙおよびＣｈａｎｎ
ｅｌ　Ｎｕｍｂｅｒを含むことができる。ＡＭＰ＿Ｃｒｅａｔｅ＿Ｐｈｙｓｉｃａｌ＿Ｌ
ｉｎｋ要求信号７２６は、ＢＴ　ＡＭＰ接続を生成するために、発信Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ
（登録商標）コントローラ（ＢＴコントローラ）によって送信されることができる。ＰＴ
Ｋ　Ｅｎｃｒｙｐｔｉｏｎ　ｋｅｙは、ＡＭＰ接続を介するデータに関する暗号化キーで
ある。ＡＭＰ　ＰＡＬ７０８が別のＡＭＰデバイスとの物理リンクを確立するために、Ａ
ＭＰ＿Ｃｒｅａｔｅ＿Ｐｈｙｓｉｃａｌ＿Ｌｉｎｋ要求信号７２６を必要とすることがあ
る。
【００４１】
　次に、装置ＢのＡＭＰ＿ＭＧＲ７１２は、ＨＣＩ　ＡＭＰ＿Ｅｎａｂｌｅ＿Ｍｅｄｉｕ
ｍ信号７２０を、装置ＢのＡＭＰ　ＰＡＬ７０８へ送信する。次いで、装置ＢのＡＭＰ　
ＰＡＬ７０８は、ＡＭＰ＿Ｃｏｍｍａｎｄ＿ｃｏｍｐｌｅｔｅ信号７２４を、装置ＢのＡ
ＭＰ＿ＭＧＲ７１２に送信する。その結果、装置ＢのＡＭＰ＿ＭＧＲ７１２は、ＡＭＰ＿
Ｃｒｅａｔｅ＿Ｐｈｙｓｉｃａｌ＿Ｌｉｎｋ＿Ｒｅｓｐｏｎｓｅ信号７２８を、装置Ａの
ＡＭＰ＿ＭＧＲ７１２に送信する。ＡＭＰ＿Ｃｒｅａｔｅ＿Ｐｈｙｓｉｃａｌ＿Ｌｉｎｋ
＿Ｒｅｓｐｏｎｓｅ信号１０２８は、以下のパラメータ、すなわちＬｏｃａｌ　ＡＭＰ＿
ＩＤ、Ｒｅｍｏｔｅ　ＡＭＰ＿ＩＤ、ＡＭＰ＿Ａｓｓｏｃ、Ｒｅｍｏｔｅ　ＭＡＣ　Ａｄ
ｄｒｅｓｓ、Ｃｈａｎｎｅｌ　ＮｕｍｂｅｒおよびＲｅｓｐｏｎｓｅ　Ｃｏｄｅを含むこ
とができる。
【００４２】
　Ｃｒｅａｔｅ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｌｉｎｋ　Ｒｅｑｕｅｓｔに応答して、ＡＭＰ＿Ｃ
ｒｅａｔｅ＿Ｐｈｙｓｉｃａｌ＿Ｌｉｎｋ＿Ｒｅｓｐｏｎｓｅ信号７２８を、行き先ＢＴ
コントローラにより、開始ＢＴコントローラへ送信することができる。ＰＡＬが別のＡＭ
Ｐデバイスと物理リンクを確立するために、ＡＭＰ＿Ｃｒｅａｔｅ＿Ｐｈｙｓｉｃａｌ＿
Ｌｉｎｋ＿Ｒｅｓｐｏｎｓｅ信号７２８を、使用することができる。
【００４３】
　その後、装置ＢのＡＭＰ＿ＭＧＲ７１２は、ＣＲＥＡＴＥ－ＡＭＰ－ＬＩＮＫ表示信号
７３０を、装置Ｂのユーザインターフェースに送信する。次に、装置ＢのＡＭＰ＿ＭＧＲ
７１２は、ＨＣＩ＿ＣｒｅａｔｅＰｈｙｓｉｃａｌ＿Ｌｉｎｋ信号７３２を、装置ＢのＡ
ＭＰ　ＰＡＬ７０８に送信する。また、装置ＡのＡＭＰ＿ＭＧＲ７０２は、ＨＣＩ＿Ｃｒ
ｅａｔｅＰｈｙｓｉｃａｌ＿Ｌｉｎｋ信号７３２を、装置ＡのＡＭＰ　ＰＡＬ７０６に送
信する。次に、装置ＡのＡＭＰ　ＰＡＬ７０６は、Ｐｒｏｂｅ要求信号７３４を、装置Ｂ
のＡＭＰ　ＰＡＬ７０８に送信する。それに応答して、装置ＢのＡＭＰ　ＰＡＬ７０８は
、Ｐｒｏｂｅ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ信号７３６を、装置ＡのＡＭＰ　ＰＡＬ７０６に送信す
る。この時点で、ＡＭＰ物理リンクが生成される。
【００４４】
　その後、装置ＡのＡＭＰ　ＰＡＬ７０６は、ＨＣＩ＿ＣｒｅａｔｅＰｈｙｓｉｃａｌ＿
Ｌｉｎｋ信号１０３２を、装置ＡのＡＭＰ＿ＭＧＲ１００２へ送信する。同時に、装置Ｂ
のＡＭＰ　ＰＡＬ７０８は、ＨＣＩ＿ＣｒｅａｔｅＰｈｙｓｉｃａｌ＿Ｌｉｎｋ信号７３
２を、装置ＢのＡＭＰ＿ＭＧＲ７１２に送信する。次に、装置ＡのＡＭＰ＿ＭＧＲ７０２
と装置ＢのＡＭＰ＿ＭＧＲ７１２の両方が、ＣＲＥＡＴＥ－ＡＭＰ－ＬＩＮＫ確認信号７
３８を、装置Ａのユーザインターフェースへ送信する。
【００４５】
　図８は、移動体通信装置間にチャネルＡＭＰを生成するために相互作用する２つの移動
体通信装置のデバイスマネージャおよびコントローラを示す信号図８００である。信号図
８００は、ＢＴ　ＡＭＰ層を有するデバイスを配置するための手順を示す。装置Ａおよび
装置Ｂなどの各装置は、デバイスマネージャおよびコントローラを有して、ＢＴ接続を確
立するためのＡＭＰ＿ｉｎｆｏを集めることができる。図８に示すように、装置ＡのＬ２
ＣＡＰ８０２は、ＣＲＥＡＴＥ－ＣＨＡＮＮＥＬ　ＡＭＰ要求信号８１４を、装置Ａのユ
ーザインターフェースから受信する。次に、装置ＡのＬ２ＣＡＰ８０２は、ＨＣＩ＿Ｃｒ
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ｅａｔｅ＿Ｌｏｇｉｃａｌ＿Ｌｉｎｋ信号８１６を、装置ＡのＡＭＰコントローラ８０６
へ送信する。それに応じて、装置ＡのＡＭＰコントローラ８０６は、ＨＣＩ＿Ｃｒｅａｔ
ｅ＿Ｌｏｇｉｃａｌ＿Ｌｉｎｋ＿Ｃｏｍｐｌｅｔｅ信号８１８を、装置ＡのＬ２ＣＡＰ８
０２へ送信する。次に、装置ＡのＬ２ＣＡＰ８０２は、Ｃｒｅａｔｅ＿Ｃｈａｎｎｅｌ＿
ＡＭＰ＿Ｒｅｑｕｅｓｔ信号８２０を、装置ＢのＬ２ＣＡＰ８１２へ送信する。
【００４６】
　その後、装置ＢのＬ２ＣＡＰ８１２は、ＨＣＩ＿Ｃｒｅａｔｅ＿Ｌｏｇｉｃａｌ＿Ｌｉ
ｎｋ信号８１６を、装置ＢのＡＭＰコントローラ８０８へ送信する。それに応答して、装
置ＢのＡＭＰコントローラ８０８は、ＨＣＩ＿Ｃｒｅａｔｅ＿Ｌｏｇｉｃａｌ＿Ｌｉｎｋ
＿Ｃｏｍｐｌｅｔｅ信号８１８を、装置ＢのＬ２ＣＡＰ８１２へ送信する。次に、装置Ｂ
のＬ２ＣＡＰ８１２は、Ｃｒｅａｔｅ＿Ｃｈａｎｎｅｌ＿ＡＭＰ＿Ｒｅｓｐｏｎｓｅ信号
８２２を、装置ＡのＬ２ＣＡＰ８０２へ送信する。その結果、装置ＡのＬ２ＣＡＰ８０２
は、ＨＣＩ＿Ｃｒｅａｔｅ＿Ｌｏｇｉｃａｌ＿Ｌｉｎｋ＿Ａｃｔｉｖｅ信号８２４を、装
置ＡのＡＭＰコントローラ８０６へ送信する。同時に、装置ＢのＬ２ＣＡＰ８１２は、Ｈ
ＣＩ＿Ｃｒｅａｔｅ＿Ｌｏｇｉｃａｌ＿Ｌｉｎｋ＿Ａｃｔｉｖｅ信号８２４を、装置Ｂの
ＡＭＰコントローラ８０８へ送信する。次に、装置ＡのＬ２ＣＡＰ８０２は、Ｃｒｅａｔ
ｅ＿Ｃｈａｎｎｅｌ＿ＡＭＰ確認信号８２６を、装置Ａのユーザインターフェースへ送信
する。同様に、装置ＢのＬ２ＣＡＰ８１２は、Ｃｒｅａｔｅ＿Ｃｈａｎｎｅｌ＿ＡＭＰ表
示信号８２８を、装置Ｂのユーザインターフェースへ送信する。
【００４７】
　その後、装置ＡのＬ２ＣＡＰ８０２は、装置Ａのユーザインターフェースからデータ要
求信号を受信する。次に、装置ＡのＬ２ＣＡＰ８０２は、ＡＭＰ　ＨＣＩ　Ｄａｔａ　Ｒ
ｅｑｕｅｓｔ信号８３２を、装置ＡのＡＭＰコントローラ８０６へ送信する。その後、装
置ＡのＡＭＰコントローラ８０６は、Ｉ－Ｆｒａｍｅ信号８３４を、装置ＢのＡＭＰコン
トローラ８０８へ送信する。その結果、装置ＢのＡＭＰコントローラ８０８は、ＡＭＰ　
ＨＣＩ　Ｄａｔａ　Ｉｎｄ信号８３６を、装置ＢのＬ２ＣＡＰ８１２へ送信する。それに
応答して、装置ＢのＬ２ＣＡＰ８１２は、ＡＭＰ　ＨＣＩ　Ｄａｔａ　Ｒｅｑｕｅｓｔ信
号８３８を、装置ＢのＡＭＰコントローラ８０８へ送信する。次に、装置ＢのＡＭＰコン
トローラ８０８は、ＲＲ信号８４０を、装置ＡのＡＭＰコントローラ８０６に送信する。
次いで、装置ＡのＡＭＰコントローラ８０６は、ＡＭＰ　ＨＣＩ　Ｄａｔａ　Ｉｎｄ８４
２信号を、装置ＡのＬ２ＣＡＰ８０２に送信する。
【００４８】
　以下に、上述の２つの移動体通信装置間に論理リンクおよび物理リンクを生成する際に
使用される様々な信号を記載する。
【００４９】
　ＢＴコントローラによって、ＡＭＰプロファイル要求をＡＭＰデバイスへ送信すること
ができる。ＡＭＰプロファイル要求は、８０２．１１ＡＭＰによって使用されるべきＰＴ
Ｋ暗号化キーを含む。行き先において、ＡＭＰプロファイル要求は、イニシエータＭＡＣ
アドレス、使用されるべきチャネルおよびＰＴＫ暗号化キーを含むことができる。また、
ＡＭＰプロファイル要求は、遠隔ＡＭＰデバイスのＭＡＣアドレスに関する要求とするこ
とができる。ＡＭＰプロファイル要求は、別のＡＭＰデバイスへの物理リンクを確立する
ために、ＰＡＬについて使用することができる。ＰＡＬ５１８は、８０２．１１インター
フェースのＭＡＣアドレスを応答で送信する。また、ＰＡＬは、ＰＴＫを使用するために
、８０２．１１ＡＭＰ　ＭＡＣを構成することができる。行き先において、ＰＡＬは、８
０２．１１ＡＭＰ　ＭＡＣチャネル番号と、受信ＭＡＣアドレスと、ＴＫを構成する。ま
た、ＰＡＬは、８０２．１１インターフェースのＭＡＣを応答で送信する。
【００５０】
　ＡＭＰプロファイル応答を、ＡＭＰデバイスによってＢＴコントローラへ送信すること
ができる。ＡＭＰプロファイル応答は、８０２．１１ＡＭＰのＭＡＣアドレスを含むこと
ができる。ＡＭＰプロファイル応答は、８０２．１１ＡＭＰリンクについて使用できるチ
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ャネル番号を含むことができる。ＡＭＰプロファイル応答を、別のＡＭＰデバイスとの物
理リンクを確立するために、ＰＡＬに関して使用することができる。ＰＡＬは、８０２．
１１インターフェースのＭＡＣアドレスを応答で戻すことができる。また、ＰＡＬは、８
０２．１１ＡＭＰについて使用されるべきチャネル番号を戻すことができる。行き先８０
２．１１ＡＭＰは、自身のラジオをｏｎにする。
【００５１】
　ＡＭＰ　Ｃｒｅａｔｅ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｌｉｎｋコマンドによって、ＰＡＬが、遠
隔デバイスとの関連性を作成するために必要とされる全てのアクション（ラジオをｏｎに
する、適当なチャネルを設定する、または、遠隔ＭＡＣアドレスを設定する）を実行でき
るようになる。ＡＭＰ物理リンクが既に存在する場合、ＰＡＬは、ＡＭＰ　Ｐｈｙｓｉｃ
ａｌ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅイベントを発生させることになる。ＡＭＰ　Ｃｒｅａ
ｔｅ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｌｉｎｋコマンドは、デバイスと論理リンクとの間の関連性を
生成するに過ぎない。さらに、ＡＭＰ　Ｃｒｅａｔｅ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｌｉｎｋコマ
ンドは、データを転送するために生成されるべきである。ＡＭＰ　Ｃｒｅａｔｅ　Ｐｈｙ
ｓｉｃａｌ　Ｌｉｎｋコマンドを、別のＡＭＰデバイスとの物理リンクを確立するために
、ＰＡＬに関して使用することができる。ＰＡＬは、８０２．１１ＭＡＣを構成して、Ｐ
ＲＯＢＥ　ＲＥＱ信号をその存在を問い合わせるリモートへ送信する。
【００５２】
　ＡＭＰ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｌｉｎｋ　Ｃｒｅａｔｅｄイベントは、遠隔ＡＭＰデバイ
スと、リンクパラメータによって特定されたデバイスを関連付けるホストを示すことがで
きる。さらに、物理Ｌｉｎｋ　ＨａｎｄｌｅをＡＭＰ間の通信に使用して、このリンクを
介する論理接続を生成し、続いて、データを送受信する。ＡＭＰ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｌ
ｉｎｋ　Ｃｒｅａｔｅｄイベントは、以下のパラメータ、すなわちＡＭＰ＿Ｐｈｙｓｉｃ
ａｌ＿Ｌｉｎｋ＿Ｈａｎｄｌｅ、ＡＭＰ＿ＡｓｓｏｃおよびＥｎｃｒｙｐｔｉｏｎ＿Ｓｔ
ａｔｕｓを含むことができる。Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅイベント
を、Ｃｒｅａｔｅ　Ｐｈｙｉｓｃａｌ　Ｌｉｎｋコマンドに関する応答として使用するこ
とができる。このイベントを使用して、「Ｃｒｅａｔｅ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｌｉｎｋ」
が正常であった否かを示すことができる。遠隔８０２．１１ＭＡＣからのプローブ応答に
応答して、Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｌｉｎｋ　ＣｏｍｐｌｅｔｅイベントをＰＡＬによって発
生させることができる。
【００５３】
　ＡＭＰ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｌｉｎｋ　Ｄｉｓｃｏｎｎｅｃｔコマンドを使用して、既
存の物理リンクを終了させるために、信号をＰＡＬへ送ることができる。ＡＭＰ　Ｐｈｙ
ｓｉｃａｌ　Ｌｉｎｋ　Ｄｉｓｃｏｎｎｅｃｔコマンドは、以下のパラメータ、すなわち
ＡＭＰ＿Ｐｈｙｓｉｃａｌ＿Ｌｉｎｋ＿Ｈａｎｄｌｅを含むことができる。ＡＭＰ　Ｐｈ
ｙｓｉｃａｌ　Ｌｉｎｋ　Ｄｉｓｃｏｎｎｅｃｔコマンドにより、ＰＡＬに、Ｐｈｙｓｉ
ｃａｌ　Ｌｉｎｋ　Ｈａｎｄｌｅに参照されるデバイスから関連性を断つために必要とさ
れる全てのアクションを実行させることができる。ＡＭＰ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｌｉｎｋ
　Ｄｉｓｃｏｎｎｅｃｔコマンドは、Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｌｉｎｋ　Ｄｉｓｃｏｎｎｅｃ
ｔｉｏｎ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅイベントを発生させることができる。ローカルリンクは、Ａ
ＭＰによって接続を断つことができる。この実施形態では、対応するＭＬＭＥ（ＭＡＣ　
Ｓｕｂｌａｙｅｒ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｅｎｔｉｔｙ）コマンドが全く存在しない。
さらに、ＰＡＬを使用して、個々の論理リンクを破棄し、Ｌ２ＣＡＰを再び示すことがで
きる。
【００５４】
　ＡＭＰ　Ｃｒｅａｔｅ　Ｌｏｇｉｃａｌ　Ｌｉｎｋコマンドにより、ＰＡＬに、遠隔デ
バイスへの論理リンクを作成するために必要とされる全てのアクションを実行させること
ができる。ＡＭＰ　Ｃｒｅａｔｅ　Ｌｏｇｉｃａｌ　Ｌｉｎｋコマンドは、以下のパラメ
ータ、すなわちＡＭＰ＿Ｐｈｙｓｉｃａｌ＿ＨａｎｄｌｅおよびＡＭＰ＿Ｆｌｏｗ＿Ｓｐ
ｅｃを含むことができる。予約ＱｏＳの特定の制約は、Ｃｒｅａｔｅ　Ｃｈａｎｎｅｌコ
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マンドとＱｏＳ修正コマンドの両方を使用して、ホストによって特定することができる。
ＡＭＰ　Ｃｒｅａｔｅ　Ｌｏｇｉｃａｌ　Ｌｉｎｋコマンドは、ＰＡＬが別のＡＭＰデバ
イスとの一方向の論理リンクを確立するために使用することができる。ＰＡＬは、適当な
トランスポート制御（ＴＣ）に対するフロースペックに基づいて、パケットを分類するク
ラシファイアを設定することができる。
【００５５】
　ＡＭＰ　Ｌｏｇｉｃａｌ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅイベントは、ローカルＡＭＰデ
バイスおよびリンクパラメータによって特定されたデバイスが合意されたＱｏＳチャネル
を介して接続されるホストを示すことができる。このイベントが受信されると、セキュア
な暗号化されたチャネルを、データ伝送に利用することが可能になる。ＰＡＬが別のＡＭ
Ｐデバイスとの一方向の論理リンクを確立するために、ＡＭＰ　Ｌｏｇｉｃａｌ　Ｌｉｎ
ｋ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅイベントを使用することができる。ＰＡＬは、適当なＴＣに対する
フロースペックに基づいて、パケットを分類するクラシファイアを設定し、Ｃｏｍｐｌｅ
ｔｅイベントに戻ることができる。
【００５６】
　ＡＭＰ　Ｌｏｇｉｃａｌ　Ｌｉｎｋ　Ｄｉｓｃｏｎｎｅｃｔコマンドは、論理リンクの
終了をＡＭＰに知らせることができる。ＡＭＰ　Ｌｏｇｉｃａｌ　Ｌｉｎｋ　Ｄｉｓｃｏ
ｎｎｅｃｔコマンドは、以下のパラメータ、すなわち　ＡＭＰ＿Ｐｈｙｓｉｃａｌ＿Ｈａ
ｎｄｌｅおよびＡＭＰ＿Ｌｏｇｉｃａｌ＿Ｈａｎｄｌｅを含むことができる。ＰＡＬは論
理リンクに添付されたクラシファイアを再設定することができる。
【００５７】
　ＡＭＰ　Ｌｏｇｉｃａｌ　Ｌｉｎｋ　Ｄｉｓｃｏｎｎｅｃｔイベントは、論理リンクが
終了したことをホストに知らせることができる。ＡＭＰ　Ｌｏｇｉｃａｌ　Ｌｉｎｋ　Ｄ
ｉｓｃｏｎｎｅｃｔコマンドは、以下のパラメータ、すなわち　ＡＭＰ＿Ｐｈｙｓｉｃａ
ｌ＿ＨａｎｄｌｅおよびＡＭＰ＿Ｌｏｇｉｃａｌ＿Ｈａｎｄｌｅを含むことができる。Ａ
ＭＰ　Ｌｏｇｉｃａｌ　Ｌｉｎｋ　Ｄｉｓｃｏｎｎｅｃｔコマンドを使用して、論理リン
クを破棄することができる。
【００５８】
　図５を再び参照すると、ＡＭＰ　ＨＣＩ５１２はＰＡＬ５１８を制御して、移動体装置
間の論理接続および物理接続をアシストする。
【００５９】
　図９は、ＰＡＬ内の機能ブロックを示すブロック図９００である。図９に示すように、
ＰＡＬは、セキュリティマネージャ９０４と、接続マネージャ９０６と、アドミッション
制御ブロック９０８と、デジタル媒体／媒体アクセス制御（ＤＭＥ／ＭＡＣ）ポリシー９
１０と、ＡＭＰ接続ブロック９１２とを含むことができる。
【００６０】
　接続マネージャ９０６は、接続要求を実現し、ＡＭＰ接続を管理するように構成される
接続マネージャ９０６は、セキュリティマネージャ９０４のサービスを使用して、セキュ
リティチェックを実行することができる。さらに、接続マネージャ９０６は、アドミッシ
ョン制御９０８のサービスを使用して、フロー制御できるようにすることができる。
【００６１】
　ＡＭＰ接続ブロック９１２は、単一接続を表すように構成することができる。この単一
接続は、論理リンクおよび物理リンクを含むことができる。また、ＡＭＰ接続９１２は、
サービスの品質（ＱｏＳ）契約を要求するように構成することができる。また、ＡＭＰ接
続９１２は、リンクマネージャおよびストリームマネージャを含むことができる。リンク
マネージャは、通信リンクを発見し、確立するように構成することができる。ストリーム
マネージャは、論理リンクを維持するように構成することができる。
【００６２】
　アドミッション制御ブロック９０８は、ＱｏＳ要求に基づいて、アドミッション制御を
行うように構成することができる。さらに、アドミッション制御９０８は、当業者に既知



(17) JP 5300029 B2 2013.9.25

10

20

30

40

50

のその他のタスクを実行することができる。セキュリティマネージャ９０４は、ＵＷＢリ
ンクに関する４段階の認証および暗号化を管理するように構成することができる。さらに
、セキュリティマネージャ９０４は、ＰＴＫ暗号化キーをプラムするように構成すること
ができる。
【００６３】
　図１０は、図１に示される接続移動体通信装置１０２と移動体通信装置１０４との間で
ＢＴ８０２．１１接続を介して伝送される８０２．１１データパケット／フレーム１００
０を示す。図１０に示されるように、データパケット／フレーム１０００は、２つの部分
、すなわちＴＣＰフレーム１００２およびＴＣＰ肯定応答（ＡＣＫ）１００４を含むこと
ができる。ＴＣＰフレーム１００２は、ＤＩＦＳ（ＤＣＦ　ｉｎｔｅｒｆｒａｍｅ　ｓｐ
ａｃｅ）ブロック１００６と、Ｂａｃｋｏｆｆブロック１００８と、ＴＣＰデータフレー
ムブロック１０１０と、ＳＩＦＳ（ｓｈｏｒｔ　ｉｎｔｅｒｆｒａｍｅ　ｓｐａｃｅ）ブ
ロック１０１２と、８０２．１１ＰＨＹ　ＡＣＫブロック１０１４とを含むことができる
。ＴＣＰ肯定応答部分は、ＤＩＦＳブロック１０１６と、Ｂａｃｋｏｆｆブロック１０１
８と、ＴＣＰデータフレームブロック１０２０と、ＳＩＦＳブロック１０２２と、８０２
．１１ＰＨＹ　ＡＣＫブロック１０２４とを含むことができる。
【００６４】
　図１１および図１２は、図１に示される移動体通信装置１０２と移動体通信装置１０４
と移動体通信装置１０６との間でＢＴデータパケットおよび８０２．１１データパケット
を伝送するために使用できる２つの伝送スキームを示す。ＢＴパケットおよび８０２．１
１パケットの伝送は、少なくとも２つの方法、すなわち１）ｐｏｌｌｉｎｇ－ｔｈｅ－ｓ
ｌａｖｅ－ｐｅｒ－ｐａｃｋｅｔ伝送スキームおよび２）ｐｒｏｖｉｄｉｎｇ－ａ－ｔｒ
ａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙ（ＴｘＯＰ）－ｔｏ－ｓｌａｖｅ伝送ス
キームによって達成することができる。
【００６５】
　図１１は、ｐｏｌｌｉｎｇ－ｔｈｅ－ｓｌａｖｅ－ｐｅｒ－ｐａｃｋｅｔデータ伝送ス
キームを使用し、ＢＴ８０２．１１接続を介して、スレーブからマスターへ伝送されるパ
ケット／フレーム１１００における、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）データおよび８０
２．１１データのポーリングを示す。図１１に示すように、データパケット／フレーム１
１００は、以下の部分、すなわちＢＴ－Ｐｏｌｌ＋（Ｄａｔａ）（Ｍａｓｔｅｒ）ブロッ
ク１１０２と、ＢＴ－Ｄａｔａ＋（Ｓｌａｖｅ）ブロック１１０４と、ＰＳ－Ｐｏｌｌ＋
（Ｄａｔａ）（Ｍａｓｔｅｒ）ブロック１１０６と、８０２＿１１Ｄａｔａブロック１１
０８と、ＡＣＫブロック１１１０と、ＤＩＦＳ＋Ｂａｃｋｏｆｆブロック１１１２と、最
大ＭＰＤＵ時間ブロック１１１４とを含むことができる。データパケットに関する各スロ
ットは、６２５μ秒である。
【００６６】
　一実施例（図１１を図２とあわせて参照する）では、主移動体通信装置２０２は、ＢＴ
－Ｐｏｌｌ＋（Ｄａｔａ）（Ｍａｓｔｅｒ）ブロック信号１１０２を、ＳＣＯ接続２０８
を介して副移動体通信装置２０６へ送信する。それに応答して、副移動体通信装置２０６
は、ＢＴ－Ｄａｔａ＋（Ｓｌａｖｅ）ブロック信号１１０４を、ＳＣＯ接続２０８を介し
て送信する。同時に、主移動体通信装置２０２は、ＰＳ－Ｐｏｌｌ＋（Ｄａｔａ）（Ｍａ
ｓｔｅｒ）ブロック信号１１０６を、ＷｉＦｉ接続２１２を介して副移動体通信装置２０
４へ送信する。次に、主移動体通信装置２０４は、８０２＿１１Ｄａｔａブロック信号１
１０８を、ＷｉＦｉ接続２１２を介して送信する。８０２＿１１Ｄａｔａブロック信号１
１０８は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）プロファイルデータを含む。それに応答して
、副移動体通信装置２１２は、ＡＣＫブロック信号１１１０を、ＷｉＦｉ接続２１２を介
して主移動体通信装置２０２へ送信する。データ伝送の反復回数は、伝送サイクルの持続
時間中に可能である限り多くすることができる。
【００６７】
　ＳＣＯ接続２０８およびＷｉＦｉ接続２１２を介するデータ伝送の持続時間は、スレー
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ブへ伝送されるリンクマネージャプロトコル（ＬＭＰ）最大スロットサイズ値に基づくこ
とができる。別の実施例では、スレーブは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）パケットの
伝送の終わりを特定し、８０２．１１パケットを伝送することができ、その後、マスター
は、８０２．１１パケットを受信し、パケットが同時に伝送されないようにＢｌｕｅｔｏ
ｏｔｈ（登録商標）スロットのスケジューリングを中止することができる。スレーブから
マスターへのパケット伝送時間は、最大ＭＰＤＵ時間を超えない。マスターは、ＭＡＣプ
ロトコルデータユニット（ＭＰＤＵ）を伝送するために残された時間が最大ＭＰＤＵ時間
より短い場合、スレーブをポーリングしない。
【００６８】
　いくつかの実施例において、マスターからスレーブへの伝送は、マスターによって制御
することができる。たとえば、マスターは、ＢＴパケット伝送が１つもスケジュールされ
ていない場合に、以下のＤＣＦ（Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｉｏｎ　
Ｆｕｎｃｔｉｏｎ）ルールで８０２．１１パケットを伝送することができる。マスターは
、スレーブからマスターへの伝送をスケジュールすることができる。スレーブは、いつマ
スターがＡＣＬトラフィックをスレーブへ転送しているかを知っていても、知らなくても
よい。さらに、スレーブは、いつマスターがデータ伝送のためにその他のスレーブをポー
リングするかを知らなくてもよい。
【００６９】
　図１２は、伝送機会（ＴｘＯＰ）をスレーブに提供することによってスレーブからマス
ターへ伝送されたデータパケット／フレーム１２００のＢＴパケットおよび８０２．１１
パケットを示す。図１２に示すように、データパケット／フレーム１２００は、以下の部
分、すなわちＢＴ－Ｐｏｌｌ＋（Ｄａｔａ）（Ｍａｓｔｅｒ）ブロック１２０２と、ＢＴ
－ｄａｔａ＋（Ｓｌａｖｅ）ブロック１２０４と、８０２．１１（ＴｘＯＰ許可）ブロッ
ク１２０６と、ＡＣＫブロック１２０８と、ＴｘＯＰセグメントブロック１２１０と、Ｄ
ＩＦＳ＋Ｂａｃｋｏｆｆブロック１２１４と、ＳＩＦＳブロック１２１６とを含むことが
できる。ＴｘＯＰセグメント１２１０は、３つの８０２＿１１データパケットブロック１
２１２と、３つのＡＣＫブロック１２０８とを含むことができる。データパケットに関す
る各スロットは、６２５μ秒である。
【００７０】
　一実施例（図１２を図２とあわせて参照する）において、主移動体通信装置２０２は、
ＢＴ－Ｐｏｌｌ＋（Ｄａｔａ）（Ｍａｓｔｅｒ）ブロック信号１２０２を、ＳＣＯ接続２
０８を介して副移動体通信装置２０６へ送信する。それに応答して、副移動体通信装置２
０６は、ＢＴ－Ｄａｔａ＋（Ｓｌａｖｅ）ブロック信号１２０４を、ＳＣＯ接続２０８を
介して送信する。同時に、主移動体通信装置２０２は、８０２．１１（ＴｘＯＰ許可）ブ
ロック信号１２０６を、ＷｉＦｉ接続２１２を介して副移動体通信装置２０４へ送信する
。それに応答して、副移動体通信装置２０４は、ＷｉＦｉ接続２１２を介して、ＡＣＫブ
ロック信号１２０８を、主移動体通信装置２０２へ送信する。次に、主移動体通信装置２
０４は、（８０２＿１１データ）ブロック信号１２１２を、ＷｉＦｉ接続２１２を介して
送信する。（８０２＿１１データブロック）信号１２１２は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録
商標）プロファイルデータを含むことができる。それに応答して、副移動体通信装置２１
２は、別のＡＣＫブロック信号１２０８を、ＷｉＦｉ接続２１２を介して主移動体通信装
置２０２へ送信する。（８０２＿１１データ）ブロック信号１２１２およびＡＣＫブロッ
ク信号１２０８のデータ伝送の反復回数は、伝送サイクルの持続時間中に可能な限り多く
することができる。
【００７１】
　一実施形態において、マスターは、スレーブにＴｘＯＰ許可を与えることができ、スレ
ーブは、伝送ＴｘＯＰ機会を使用して、複数のＭＡＣプロトコルデータユニット（ＭＰＤ
Ｕ）をスレーブまたはマスターへ伝送することができる。ＴｘＯＰ機会は、以下の方法、
すなわち１）持続時間および２）絶対エンド時間、のうち少なくとも１つの方法によって
特定することができる。まず初めに、所望の持続時間を抽出すべきである。それに加えて
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、持続時間を含むパケットがゼロバックオフとなり、指定されたハードウェアによって挿
入されるべきである。
【００７２】
　絶対エンド時間によって特定されると、両方の移動体通信装置を、ビーコンを使用して
同じタイムベースに同期させることができる。さらに、両方の移動体通信装置は、指定さ
れたハードウェアによって挿入されたタイムスタンプとともにビーコンを伝送することが
できる。絶対エンド時間によってＴｘＯＰを特定するための諸ステップには、プローブ応
答を、マスター移動体通信装置からスレーブ移動体通信装置へ送信するステップと、絶対
エンド時間をデータパケットに埋め込むステップと、タイミング同期機能（ＴＳＦ）のデ
ルタを計算するステップと、ローカル絶対エンド時間を決定するステップとが含まれ得る
。プロセッサ（移動体通信装置に格納される）は、ＴＳＦのデルタを計算し、そのローカ
ル絶対エンド時間を決定することができる。さらに別の実施例では、プローブ応答は、送
信器（移動体通信装置に埋め込まれる）のＴＳＦを有する。さらに別の実施例では、送受
信器は、ローカル絶対エンド時間を過ぎたら伝送しなくてもよい。同じように、マスター
は、エンド時間が過ぎた場合、プローブ応答パケットを伝送しなくてもよい。
【００７３】
　図１３Ａ～図１３Ｆは、様々なデバイスを示すが、上述のように、ＢＴ　ＡＭＰ層をこ
れらのデバイスのプロトコルスタックの一部に加えることができる。
【００７４】
　次に図１３Ａを参照すると、このような技術を、高精細テレビ（ＨＤＴＶ）１３２０で
利用することができる。ＨＤＴＶ１３２０は、大容量データストレージ１３２７と、ＨＤ
ＴＶ信号処理制御ブロック１３２２と、無線インターフェース１３２９と、メモリ１３２
８とを含む。ＨＤＴＶ１３２０は、有線形式または無線形式のいずれかでＨＤＴＶ入力信
号を受信し、ディスプレイ１３２６に関するＨＤＴＶ出力信号を発生させる。いくつかの
実装形態において、信号処理回路および／または制御回路１３２２および／またはその他
のＨＤＴＶ１３２０の回路（図示せず）は、データを処理し、符号化および／または暗号
化を実行し、計算を実行し、データをフォーマットし、ならびに／あるいはその他の任意
のタイプの要求され得るＨＤＴＶ処理を実行することができる。一実施形態において、論
理ユニット１３２４は、好適な有線接続または無線接続（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標
）もしくは８０２．１１など）を介する遠隔ユニット１３２３とのデータ通信を管理する
ことができる。論理ユニット１３２４、遠隔デバイス１３２３、またはその両方は、上述
のデバイスおよび技術を使用することができる。遠隔ユニット１３２３は、論理ユニット
１３２４からストリーミングされたデータを受け入れるコードレスハンドセットまたは遠
隔ビューワとすることができる。代替的には、遠隔ユニット１３２３は、論理ユニット１
３２４にデータをストリーミングするメディアプレーヤ（パーソナルポータブルプレーヤ
またはパーソナルコンピュータなど）とすることができる。
【００７５】
　ＨＤＴＶ１３２０は、光学ストレージデバイスおよび／または磁気ストレージデバイス
などの、不揮発性の様式でデータを格納する大容量データストレージ１３２７と通信する
ことができる。ＨＤＴＶ１３２０は、メモリ１３２８（ＲＡＭ、ＲＯＭ、低遅延不揮発性
メモリ（フラッシュメモリなど）および／またはその他の好適な電子データストレージな
ど）に接続することができる。また、ＨＤＴＶ１３２０は、無線ネットワークインターフ
ェース１３２９を介する好適な無線接続との接続をサポートすることができる。無線ネッ
トワークインターフェース１３２９は、無線ネットワーク１３２９を介してデータを伝送
するためのＢＴ　ＡＭＰ構成を、かつ、ＨＤＴＶ信号処理制御ブロック１３２２は、ディ
スプレイ１３２６へデータを伝送するためのＢＴ　ＡＭＰ構成をそれぞれ実施することが
できる。
【００７６】
　次に図１３Ｂを参照すると、このような技術を、車両１３３０で利用することができる
。車両１３３０は、パワートレイン制御システム１３３２とすることができる制御システ
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ムならびに無線インターフェース１３４８を含む。パワートレイン制御システム１３３２
は、１つまたは複数のセンサ１３３６（温度センサ、圧力センサ、回転センサ、空気流セ
ンサおよび／またはその他の任意の好適なセンサなど）から入力を受信し、および／また
は１つまたは複数の出力制御信号１３３８（エンジン操作パラメータ、トランスミッショ
ン操作パラメータおよび／またはその他の制御信号など）を発生させることができる。
【００７７】
　制御システム１３４０は、同様に、入力センサ１３４２から信号を受信し、および／ま
たは１つまたは複数の出力デバイス１３４４へ制御信号を出力することができる。いくつ
かの実装形態において、制御システム１３４０は、アンチロックブレーキングシステム（
ＡＢＳ）、ナビゲーションシステム、テレマティクスシステム、車両テレマティクスシス
テム、レーンデパーチャシステム、車間距離制御システム、車両娯楽システム（ステレオ
、ＤＶＤ、コンパクトディスクなど）の一部とすることができる。
【００７８】
　パワートレイン制御システム１３３２はメモリ１３４７（ＲＡＭ、ＲＯＭ、低遅延不揮
発性メモリ（フラッシュメモリなど）および／またはその他の好適な電子データストレー
ジなど）と接続することができ、である。また、パワートレイン制御システム１３３２は
、無線ネットワークインターフェース１３４８を介する外部デバイスとの接続をサポート
することができる。１つの例示的実施形態において、制御システム１３４０は、遠隔デバ
イス１３４３とのデータ通信のための論理ユニットを含むことができる。たとえば、遠隔
デバイス１３４３は、制御システム１３４０によってサポートされた娯楽ユニットとする
ことができる。別の実施形態において、遠隔デバイス１３４３は、パーソナルメディアプ
レーヤなどのデータソースとすることができる。さらに別の実施形態において、遠隔デバ
イス１３４３は、取外し可能なＢＴ　ＡＭＰ診断ユニットとすることができる。
【００７９】
　次に図１３Ｃを参照すると、このような技術を、移動電話１３５０で利用することがで
きる。移動電話１３５０は、セルラアンテナ１３５１と、信号処理回路／信号制御回路の
一方もしくは両方（図１３Ｃにおいて、全体的に１３５２で示される）とを含むことがで
きる。論理回路１３５３は、低パワーデータストリーミングをサポートするために使用す
ることができる。移動電話１３５０は、無線ネットワークインターフェース１３６８も含
むことができる。いくつかの実装形態において、移動電話１３５０は、マイクロフォン１
３５６、音声出力１３５８（スピーカおよび／または音声出力ジャックなど）、ディプレ
イ１３６０および／または入力デバイス１３６２（キーパッド、ポインティングデバイス
、音声作動および／またはその他の入力デバイスなど）を含む。遠隔デバイス１３５９、
たとえばハンズフリーユニットは、信号処理回路／制御回路１３５２とデータを送受信で
きる。また、信号処理回路／制御回路１３５２は、データを処理し、符号化および／また
は暗号化を実行し、計算を実行し、データをフォーマットし、ならびに／あるいはその他
の移動電話機能を実行することができる。
【００８０】
　移動電話１３５０は、光学ストレージデバイスおよび／または磁気ストレージデバイス
（たとえばハードディスクドライブＨＤＤおよび／またはＤＶＤなど）などの、不揮発性
の様式でデータを格納する大容量データストレージ１３６４と通信することができる。移
動電話１３５０は、メモリ１３６６（ＲＡＭ、ＲＯＭ、低遅延不揮発性メモリ（フラッシ
ュメモリなど）および／またはその他の好適な電子データストレージなど）と接続するこ
とができる。また、移動電話１３５０は、自動車アクセサリ（車載ディスプレイ、スピー
カまたは個人用アクセサリ）、たとえばハンズフリーユニット１３５９との通信のために
ＢＴ　ＡＭＰ技術を使用できる無線ネットワークインターフェース１３６８を介する無線
ネットワークとの接続をサポートすることができる。
【００８１】
　次に図１３Ｄを参照すると、このような技術を、セットトップボックス１３８０で利用
することができる。セットトップボックス１３８０は、図１３Ｄにおいて全体的に１３８
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４で特定される信号処理回路／制御回路を含むことができる。セットトップボックス１３
８０は、ソース１３８９（ブロードバンドソースまたは娯楽システムなど）から信号を受
信し、ディスプレイ１３８８（テレビおよび／またはモニタおよび／またはその他の映像
出力デバイスおよび／またはその他の音声出力デバイスなど）に好適な標準および／また
は高解像度の音声／映像信号を出力する。信号処理回路／制御回路１３８４および／また
はセットトップボックス１３８０内のその他の回路（図示せず）は、データを処理し、符
号化および／または暗号化を実行し、計算を実行し、データをフォーマットし、ならびに
／あるいはその他のセットトップボックス機能を実行することができる。
【００８２】
　セットトップボックス１３８０は、データを不揮発性の様式で格納する大容量データス
トレージ１３９０と通信することができる。大容量データストレージ１３９０は、光学ス
トレージデバイスおよび／または磁気ストレージデバイス、たとえばハードディスクドラ
イブＨＤＤおよび／またはＤＶＤを含むことができる。セットトップボックス１３８０は
、メモリ１３９４（ＲＡＭ、ＲＯＭ、低遅延不揮発性メモリ（フラッシュメモリなど）お
よび／またはその他の好適な電子データストレージなど）に接続することができる。また
、セットトップボックス１３８０は、好適な無線ネットワークインターフェース１３９６
を介する無線ネットワークとの接続をサポートすることができる。また、ＢＴ　ＡＭＰ構
成は、無線ネットワークを使用して遠隔デバイス１３８９へのデータを伝送するのに利用
しうる。
【００８３】
　次に図１３Ｅを参照すると、そのような技術を、メディアプレーヤ１３００で使用する
ことができる。メディアプレーヤ１３００は、信号処理回路／信号制御回路の一方もしく
は両方（図１３Ｅにおいて、全体的に１３０４で示される）と、無線インターフェース１
３１６および／またはメディアプレーヤ１３００の大容量データストレージ１３１０とを
含むことができる。いくつかの実施形態において、メディアプレーヤ１３００は、Ｂｌｕ
ｅｔｏｏｔｈ（登録商標）などの遠隔インターフェースを介して接続できるディスプレイ
１３０７および／またはユーザ入力１３０８（キーパッド、タッチパッドなど）を含む。
いくつかの実施形態において、メディアプレーヤ１３００は、グラフィカルユーザインタ
ーフェース（ＧＵＩ）を利用することができ、このＧＵＩは、典型的には、ディスプレイ
１３０７および／またはユーザ入力１３０８を介するメニュー、ドロップダウン、アイコ
ンおよび／またはポイントアンドクリックインターフェースを利用する。メディアプレー
ヤ１３００はさらに、音声出力１３０９（スピーカおよび／または音声出力ジャックなど
）、または、たとえばＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）もしくは他の適当な無線プロトコ
ルを介するヘッドセット１３１１との無線接続を含む。ヘッドセット１３１１は、信号処
理回路／制御回路１３０４からデータを受信することができる。信号処理回路／制御回路
１３０４および／またはメディアプレーヤ１３００内のその他の回路（図示せず）は、デ
ータを処理し、符号化および／または暗号化を実行し、計算を実行し、データをフォーマ
ットし、ならびに／あるいははその他のメディアプレーヤ機能を実行する（たとえば、Ｂ
Ｔ　ＡＭＰ層に関する論理回路を実施する）ことができる。
【００８４】
　メディアプレーヤ１３００は、圧縮された音声および／または映像コンテンツなどのデ
ータを、不揮発性の様式で格納する大容量データストレージ１３１０と通信することがで
きる。いくつかの実施形態において、圧縮された音声ファイルは、ＭＰ３フォーマットあ
るいは圧縮された音声および／または映像フォーマットと互換性のあるファイルを含む。
大容量データストレージは、光学ストレージデバイスおよび／または磁気ストレージデバ
イス（たとえばハードディスクドライブＨＤＤおよび／またはＤＶＤなど）を含むことが
できる。メディアプレーヤ１３００は、メモリ１３１４（ＲＡＭ、ＲＯＭ、低遅延不揮発
性メモリ（フラッシュメモリなど）および／またはその他の好適な電子データストレージ
など）に接続することができる。また、メディアプレーヤ１３００は、無線ネットワーク
インターフェース１３１６を介する無線ネットワークとの接続をサポートすることができ
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る。また、ＢＴ　ＡＭＰ技術の使用は、無線ネットワークインターフェース１３１６を介
して、たとえば、遠隔デバイス１３１７から伝送されるデータに応用することができる。
遠隔デバイス１３１７は、メディアオブジェクトをメディアプレーヤ１３００にダウンロ
ードするために使用される、サーバ、パーソナルコンピュータ、またはＤＶＤプレーヤと
することができる。代替的には、遠隔デバイス１３１７は、別のメディアプレーヤであっ
てもよく、メディアプレーヤ１３００と遠隔デバイス１３１７との間でメディアを共有す
るために、ＢＴ　ＡＭＰを使用してもよい。
【００８５】
　図１３Ｆを参照すると、このような技術を、ボイスオーバインターネットプロトコル（
ＶｏＩＰ）電話１３５０で利用することができる。ＶｏＩＰ電話１３５０は、アンテナ、
信号処理回路／制御回路の一方もしくはその両方（図１３Ｆで全体的に１３５４で示され
る）、無線インターフェース１３６６および／またはＶｏＩＰ電話１３５０の大容量デー
タストレージを含むことができる。いくつかの実施形態において、ＶｏＩＰ電話１３５０
は、部分的に、マイクロフォン１３５８、音声出力１３６０（スピーカおよび／または音
声出力ジャックなど）、ディスプレイモニタ１３６２、入力デバイス１３６４（キーパッ
ド、ポインティングデバイス、音声作動および／またはその他の入力デバイスなど）を含
む。入力素子または出力素子のいずれかが、遠隔であり、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標
）などのネットワーク、無線インターフェース１３６６、あるいはその両方を介して接続
され得る。信号処理回路／制御回路１３５４および／またはＶｏＩＰ電話１３５０内のそ
の他の回路（図示せず）は、データを処理し、符号化および／または暗号化を実行し、計
算を実行し、データをフォーマットし、ならびに／あるいはその他のＶｏＩＰ電話機能を
実行する（低パワーストリーミングのサポートを含む）ことができる。
【００８６】
　ＶｏＩＰ電話１３５０は、光学ストレージデバイスおよび／または磁気ストレージデバ
イス（たとえばハードディスクドライブＨＤＤおよび／またはＤＶＤなど）などの不揮発
性の様式で、データを格納する大容量データストレージ１３５６と通信することができる
。ＶｏＩＰ電話１３５０は、メモリ１３５７（ＲＡＭ、ＲＯＭ、低遅延不揮発性メモリ（
フラッシュメモリなど）および／またはその他の好適な電子データストレージなどとする
ことができる）と接続することがでる。ＶｏＩＰ電話１３５０は、ブロードバンドインタ
ーネットプロトコル（ＩＰ）接続（図示せず）を介するＶｏＩＰネットワークとの通信リ
ンクを確立するように構成される。無線インターフェース１３６６は、ＩＰ接続をサポー
トするために使用できるが、通話時に使用されるコードレスハンドセット１３５３と通信
するために使用することもできる。低パワーデータストリーミング技術は、無線インター
フェース１３６６を介してデータを通信する際に使用することができる。また、低パワー
データストリーミングは、マイクロフォン１３５８および音声出力１３６０との接続に結
合されたアクセサリ１３６１（ＢＴ　ＡＭＰ　Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）ヘッドセ
ットなど）に接続するために使用することができる。
【００８７】
　上述の様々なブロック、操作および技術を、ハードウェア、ファームウェア、ソフトウ
ェア、あるいはハードウェア、ファームウェアおよび／またはソフトウェアの任意の組合
せで実施することができる。ソフトウェアで実装される場合、ソフトウェアは、任意のコ
ンピュータ読取可能メモリ（コンピュータ、プロセッサ、ハードディスクドライブ、光学
ディスクドライブ、テープドライブなどの、ＲＡＭまたはＲＯＭまたはフラッシュメモリ
の形式の磁気ディスク、光学ディスク、またはその他の保存媒体など）に保存することが
できる。同様に、たとえばコンピュータ読取可能ディスクまたはその他の持ち運び可能な
コンピュータストレージ機構上に含まれる任意の、既知のまたは所望の配信方法を介して
、あるいは通信媒体を介して、ソフトウェアをユーザまたはシステムへ配信することがで
きる。通信媒体は、典型的には、コンピュータ読取可能命令、データ構造、プログラムモ
ジュール、または搬送波もしくはその他のトランスポート機構などの変調されたデータ信
号内のその他のデータを実施する。用語「変調されたデータ信号」とは、特徴的セットの



(23) JP 5300029 B2 2013.9.25

10

うち１つ以上を有する、あるいは、信号内の情報を符号化するような方法で変化した信号
を意味する。通信媒体は、有線媒体（有線ネットワークまたは直接有線接続など）および
無線媒体（音響、無線周波数、赤外線およびその他の無線媒体など）を例として含むが、
これらに限定されるものではない。したがって、ソフトウェアは、電話回線、ＤＳＬ回線
、ケーブルテレビ回線、無線通信チャネル、インターネットなどの通信チャネル（これら
のチャネルは、持ち運び可能な保存媒体を介してこのようなソフトウェアを提供すること
と同一、または互換性があるものとみなされる）を介して、ユーザまたはシステムに配信
されうる。ハードウェア内で実施する場合、ハードウェアは、個別の構成要素、集積回路
、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）などのうち１つ以上を含むことができる。
【００８８】
　単に例示的なものであり本発明を限定しないことが意図される特定の実施例を参照して
本発明を説明したが、本発明の趣旨および範囲から逸脱することなく、上記に明示された
内容に加えて、開示された諸実施形態に変更、付加または追加し得ることは、当業者には
明らかであろう。

【図１】 【図５】
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